
 

 

2008 年度卒業研究概要 

コミュニティ道路における安心カラーベルト事業の効果に関する研究  
～横浜市都筑区中川地区を対象として～ 

                               0531029 牛場 拓哉 

                               0531069 小松 巧弥 

 

 

 

１．研究の背景と目的 

近年、住宅地区をはじめとする地区内の交通安

全が問題となっている中、生活ゾーン規制等の面

的交通規制やコミュニティ道路等の構造面を中心

とした対策など、様々な取り組みがなされてきた。 

港北ニュータウンでは歩車分離制度が推進され

ているが、対象地区の中川周辺は歩車分離上の問

題を有し、危険な箇所がいくつか存在している。

歩車の錯綜(1)が頻繁に生じており、安全性の向上

が緊急の課題となっている。中川周辺の車道に焦

点を当て、安心カラーベルトの効果がどの程度表

れたか明らかにすることを目的とする。 

２．対象地区と研究方法 

 対象地区は、港北ニュータウンの歩行者空間計

画の中で歩行者空間が途切れて車道になっており、

中川駅が近いため歩行者の通りが多く、商業施設

への入り口や搬入口が隣接しており、普通車をは

じめ大型車の通りも多い地区となっている。また、

商業施設に駐輪する人も多く、自転車やバイクの

通りも多い。道幅が６ｍで一方通行ではないため、

歩行者、車や二輪車の錯綜が頻繁に生じていて、

事故の危険性が以前から懸念されていた。 

 今回歩行者空間が途切れて車道になっている部

分に、ペイントという形で 1,5ｍの歩行者空間を

作る「安心カラーベルト事業」という事業が実施

された。事業の過程で、実施前の段階、以後これ

を段階Ⅰ、白線による歩車道区分、以後これを段

階Ⅱ、最後に、完成後を段階Ⅲ、とする。 

 段階Ⅰ、段階Ⅱ、段階Ⅲの３段階において、歩

行者の動きから動線を設定し、交通実態の調査を

行った。調査方法はビデオ調査とし、先ほどの３

段階の状態で更に平日と休日に分け、午前７時か

ら午後７時までの12時間分の観察を行った。 

 さらに住民の方々の意識の変化を探るため、対

象地区の道路に関するアンケート調査を実施した。 

 交通実態調査の調査項目は、道路利用者の属性、 

動線別人数、錯綜件数、白線内の通行人数を個人

単位でカウントした。属性は、歩行者（大人、子

供(18歳以下)）、二輪（自転車、バイク）、車（普

通車、大型車）と分類した。更に、錯綜に関して

は、歩行者×歩行者、歩行者×二輪車、歩行者×

車とパターン分けした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図―１ 動線パターン 

３．交通利用実態から見た効果 

３－１．動線別交通量から見た変化 

 調査した項目で特に歩行者の動線に着目し、表

―１にまとめた。ペイント部分の直進型（遵守・

無視）、横断型、直角型（遵守・無視）の５タイプ

に分類した。そして、各傾向を見ると、直進型（遵

守）は平日で68%から79%、休日では66%から75% 



 

と伸びている。横断型は平日で12%から5%、休日 

で 13%から 11%と若干ではあるが減っているとい

う結果が現れた。これは、白線、ペイントされた

ことにより、今まで何も考えずに歩いていた人た

ちが、歩道を意識して歩いているためであると思

われる。直角型は全体数にバラツキがあるためそ

こまで変化は現れなかった。休日よりも平日のほ

うが若干変化が大きかったが、理由として通勤通

学者が直進型（遵守）を歩く流れを作ることが考

えられる。 

表―１ 歩行者動線別集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－２．錯綜件数から見た変化 

 錯綜の変化を表したものを表―２にまとめた。

全過程の中で平日と休日では増減にバラツキがあ

り、あまり傾向が見られなかった。これは路上駐

車など様々な条件下で錯綜が発生するためである。

平日、休日ともに歩×歩の減少は見られなかった。

ところが、歩行者と車の錯綜の変化を見てみると、

平日と休日ともにライン前に比べて、徐々に減っ

ているという結果がでた。これにより車との錯綜

が減った分事故などの危険性が軽減される。 

 

 

 
注）表の％は錯綜数/歩行者数とし、錯綜度数を示す。 

４．住民の意識から見た効果 

４－１．アンケート結果 

段階Ⅰと段階Ⅲの意識の変化（表―３）につい

て聞いた。その結果、安全になったと答えた人が

半数以上を占めた。また、ペイントされる前に歩

道がないことによる危険性が事業によって改善さ

れたと感じる人が多く見られた。錯綜に関しては 

歩行者同士ではあまり変化はなかったものの、車 

との錯綜が減ったと感じた人が半数近くを占めた。 

アンケートの問題点や要望として、①道幅の狭さ

（18％）、②車のマナー（15％）、③一方通行化と

路上駐車取締り（13％）などが挙げられた。 

表―３ アンケート結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

安心カラーベルトの効果を見た結果、動線では

対象地区のペイントを意識的に歩く人が増えたと

いう変化が見られた。錯綜では歩行者と車の錯綜

が減ったので安全性の向上につながった。アンケ

ートでは安全になったという意見が多く、カラー

ベルトがあることにより、視覚的に安心するとい

う効果が表れた一方、問題点を挙げている人がお

り、対象地区では課題が残る状況である。 

安心カラーベルト事業自体は、車が侵入できる

ことなどの欠点があるものの歩行者と車の錯綜が

減っているという事実から欠点を補うことができ、

幅員の拡幅が困難な条件下では費用をかけずにあ

る程度安全性を向上させる効果がある。 
【補注】 

(1)錯綜 すれ違う時に自ら方向を変えたり止まったりする行為 
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表－２ 錯綜数 


